
　本年度は、尾道青年会議所が創
立６５周年を迎える記念すべき年
となります。そこで、総務広報委員
会が｢６５｣という数字にフォーカス
し、調査する「シリーズ６５」を掲載
いたします。
　今回紹介するのは、ちまきで有
名な中華食堂一楽さんです。当店

は、１９５７年１２月に先代の増田進さんと亀子さんが新開の地に
大衆食堂「一楽」として開店しました。我々尾道青年会議所メン
バーには言わずと知れたアフターのお店の１つではないでしょう
か。
　５月のとある日、｢委員会の途中にお腹が空くのでちまきを委
員会メンバーにご馳走しよう！｣と大池副委員長からの提案で取
材もかねてお店まで二人で足を運びました。お店のかたも尾道
青年会議所と同い年の６５歳という事はご存じで取材もスムーズ
に進みました。

　今でこそ定番のちまきです
が、開業当初はメニューにな
く、中華に絞って営業をするよ
うになってから登場したそうで
す。１９８３年に週に一度の限定
商品として売り始めたところ、
とてもおいしいと町中に評判

が広がり、定番商品に
なったという他のメ
ニューとは変わった歴
史を持った一品です。
　委員会でちまきの竹
の皮を開けると小豆島
で作られた醤油のとて
もいい香りが部屋中に広がり食欲をかき立てました。神辺産の
もち米、西日本産の干椎茸、九州産のタケノコといったこだわり
の具材がぎっしりと詰まったちまきがメンバーの心をわしづかみ
にしてくれたおかげで、いつも以上に活発な意見の飛び交うとて
もいい委員会となりました。副委員長ありがとう！
　個室感覚で楽しめた小部屋もコロナの影響により、お持ち帰り
専門のブースに変わっていますが、お店の料理の味は変わらず
最高です。次のアフターにいかがでしょうか？

（記事 ： 村橋 聡）
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5
月
1
日
よ
り
会
社
の
新
規
事
業
と
し

て
、人
力
車
を
始
め
ま
し
た
。

　
始
め
た
経
緯
で
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
観
光
客
数
が
減
少
し
て
い

る
現
状
の
中
で
、尾
道
に
根
付
く
企
業
と
し
て

何
か
地
元
に
貢
献
で
き
る
事
業
が
な
い
か
模

索
し
て
い
た
時
、学
生
時
代
を
過
ご
し
た
京
都

で
見
か
け
た
、人
力
車
が
街
中
を
走
っ
て
い
る

風
景
を
思
い
出
し
、人
力
車
を
尾
道
で
走
ら

す
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、と
考
え
て
始
め
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
で
す
が
、20・40・60
分
、向
島
コ
ー
ス
が
あ
り
、主
に
海
岸
通
り

を
走
行
し
ま
す
。20
分
コ
ー
ス
は
尾
道
渡
船
付
近
ま
で
、40
分
コ
ー
ス
は

ゆ
と
り
の
広
場
付
近
ま
で
、60
分
コ
ー
ス
は
新
開
を
め
ぐ
り
ま
す
。向
島

コ
ー
ス
で
は
尾
道
渡
船
を
利
用
し
、住
田
製
パ
ン
所
さ
ん
の
パ
ン
や
、後
藤

鉱
泉
所
さ
ん
の
飲
み
物
を
楽
し
め
ま
す
。

　
海
と
山
の
見
え
る
風
景
、そ
し
て
、潮
風
を
肌
で
感
じ
な

が
ら
情
緒
溢
れ
る
街
並
み
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
人
力

車
は
、尾
道
で
し
か
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
是
非
、一度
非
日
常
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。
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鯉のぼりを収めると同時に胸躍る。今年一年の結末はどうなるのか。会社の
優秀な社員はどこまで成長するか。顧客は喜んでくれるか。わくわくする。
勝ちにこだわってもいい。内容にこだわってもいい。自身の役割を果たす。
願わくは、祝いたい。広島の再興。刺激受け、続けたい。栄光への減量。　（記事：中原 元気）
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　総務広報委員会取材班はメンバーの向井豪佑君が５月１日
より運行を開始した尾道人力車ええじゃんに乗車してきました。
　通りなれた尾道の道もいつもと違う視点で新鮮に感じられ、
会話も弾み楽しい時間を過ごせました。予約は080-4550-7553
まで。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （記事 ： 大池 慎三）
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2
0
2
2
年
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会
頭
公

式
訪
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
、
会
長
の
輩

出
地
で
あ
る
東
広
島
に
て
本
年
度
は
第

71
代
会
頭 

中
島
土
君
が
訪
問
さ
れ
、

「
会
頭
へ
の
道
」
と
題
さ
れ
た
ご
講

演
を
頂
き
広
島
県
内
各
地
会
員
会
議

所
の
理
事
長
を
は
じ
め
県
内
L
O
M
メ
ン
バ
ー
、
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
メ
ン
バ
ー
と
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
お
父
様
と
の
お
話

や
こ
れ
ま
で
の
軌
跡
を
お
話
し
さ
れ
と
て
も
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
中
で
も
私
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
意
見
交
換

会
の
中
で
、
退
会
者
に
悩
ん
で
い

る
と
の
質
問
に
、
役
割
を
通
じ
て

「
面
白
い
」
を
提
供
で
き
れ
ば
、

「
辞
め
な
い
」
に
繋
が
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
に
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
を
当
て
る
役
割
と
責
任

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
こ
の
組
織
に
流
れ
る
愛
を

受
け
継
い
だ
り
、
い
つ
の
間
に
か

人
に
無
条
件
で
奉
仕
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
そ
の
方
は
J
C
メ
ン

バ
ー
と
し
て
自
走
し
始
め
ま
す
。

そ
の
位
置
ま
で
導
く
の
が
私
た
ち

の
責
任
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
と

て
も
心
に
残
っ
て
お
り
ま
し
た
の

で
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
記
事
：
専
務
理
事
　
大
西 

貴
明
）

　
6
月
２
日
（
木
）
に
行
わ

れ
た
合
同
委
員
会
に
て
理
事

長
候
補
者
等
選
考
委
員
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
年
ぶ
り
の
合
同
委
員
会

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
事
前
投
票
を
行
っ
て
い
た
メ
ン
バ
ー

が
多
く
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
が
出
来
ま
し
た
。
安
楽
城
直
前
理
事
長
が

今
回
の
選
挙
に
つ
い
て
の
心
構
え
や
注
意
事
項
を
お
話
し
さ
れ
、
そ

の
後
の
投
票
に
よ
っ
て
、
次
年
度
理
事
長
を
選
出
す
る
7
名
の
選
考

委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
選
考
委
員
に
選
ば
れ
ま
し
た
の
は
、
歌 

一
行
君
・
大
西 

貴
明

君
・
島
田 

元
太
君
・
高
橋 

建
太
君
・
高
升 

純
君
・
中
島 

裕
一
朗

君
・
𠮷𠮷
田 

雄
太
君
で
す
。
（
50
音
順
）

　
こ
の
7
名
に
今
岡
理
事
長
と
安
楽
城
直
前
理
事
長
で
構
成
さ
れ
る

選
考
委
員
会
に
よ
っ
て
次
年
度
理
事
長
が
選
出
さ
れ
ま
す
。
さ
て
、

次
年
度
理
事
長
は
ど
な
た
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
記
事
：
藤
田 

祐
輔
）

　
今
年
度
、
総
務
広
報
委
員
会
で
は
理
事
会
な
ど
の

会
議
に
J
C
本
会
や
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
な
ど
で

利
用
さ
れ
て
い
る
ア
ジ
ェ
ン
ダ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
ア
ジ
ェ
ン
ダ
シ
ス
テ
ム
と
は
、
議
案
デ
ー
タ
の
ひ

も
つ
け
、
差
し
替
え
等
を
シ
ス
テ
ム
が
自
動
判
断

し
、
最
新
の
デ
ー
タ
が
共
有
で
き
、
議
事
次
第
作

成
、
配
布
、
会
議
参
加
者
へ
の
連
絡

等
を
シ
ス
テ
ム
が
サ
ポ
ー
ト
し
会
議

運
営
の
効
率
が
上
が
る
シ
ス
テ
ム
に

な
り
ま
す
。

　
今
月
、
理
事
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に

ア
ジ
ェ
ン
ダ
シ
ス
テ
ム
用
の
議
案
の
作

成
方
法
や
、
上
程
の
方
法
の
勉
強
会
を

行
い
、
実
際
７
月
の
理
事
会
よ
り
試
験

運
用
し
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　 

（
記
事
：
山
本 

圭
介
）

　5月20日に予定していました異業種交流会は、大型連休後の広島県内での新型コロナウイルス感染者
拡大を鑑み延期をすることといたしました。
　コロナの感染状況を見ながら秋口開催を予定しております。新しい日程が決まり次第、改めてご案内申し上
げる所存です。何とぞご理解のほどよろしくお願い申し上げます。           （記事 : 会員拡大委員会 委員長　沼尾 一）

異業種交流会
延期のお知らせ
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開会宣言

「　　　」感 謝 ～このまちで、これからもずっと～
創立65周年 記念式典特集 　多くの方々に支えられ、5月14日（土）に創立65周年記念式典を

無事終えることが出来ました。
　オープニングでは、65年の歴史とテーマ―である「感謝」を感じて
頂けるように65名の歴代理事長と共にその年のスローガンが入った
オープニングムービーの後、書道パフォーマンスにて書道家　藤森大
節氏にテーマの「感謝」という文字をベッチャー太鼓の音に合わせ
て、書き上げて頂きました。

　その後、𠮷田実行委員長の開会宣言に始まり、理事長挨拶では第66
代　今岡理事長より「65年前、まちのためにという想いから青年会議
所の歴史がはじまり、先輩諸兄が築いてきたまちの一体感という強み
をこの65周年をきっかけにより強固なものにし、今後の事業にも生か
し永続的に引き継いでいきたい」と歓迎と感謝の意をお伝えしまし
た。今年も新型コロナウィルスの影響で新年例会からオンライン開催
という形が多かった為、はじめて今岡理事長がOB諸先輩方の前に登
壇し挨拶する機会となりました。
　また、スポンサーJCであります、公益社団法人呉青年会議所への
感謝状と記念品を贈り、感謝の意を表しました。呉青年会議所　糸谷
理事長より挨拶を頂き、この65周年を皮切りに更に力強く繋がってい
くことをお約束しました。そして、2017年～2021年の歴代理事長
の皆様には感謝状と記念品を贈り、太田先輩よりご祝辞と激励のお言
葉を頂戴いたしました。記念品は、それぞれの理事長のテーマ―カ
ラーに合わせた色のネクタイを贈りました。
　記念事業紹介では、加藤副実行委員長が「まちの人達の願いごとを
軸に事業を構成し、これからも尾道と一緒に歩んでいくための事業に
したい」と紹介しました。

　この記念式典を通じて、これまで永きに渡り尾道の礎を築いてこら
れた先輩諸兄や、各地会員会議所メンバー、関係諸団体の皆様に感謝
と敬意をお伝えし、70周年、更には100周年へと、受け継いできた
想いを更なる高みへと昇華させていくことをお誓いすることができま
した。

　この度の記念式典は、直前での内容変更、新型コロナウィルス感染
症の影響を鑑み、記念式典の様子を動画ライブ配信、またオープニン
グでの書道パフォーマンスとベッチャー太鼓という初めての試みを取
り入れたこともあり、無事成功するかというプレッシャーを感じてい
ましたが、関係各位にご協力いただき、そして現役メンバーの協力や
多くの先輩からのご支援、そして素晴らしい委員会メンバーにも恵ま
れ、何とか責務を全うすることが出来ました。現役メンバー、委員会
メンバーの皆様には無理なお願いもしましたが嫌な顔をせずに、対応
して頂きました。本当に感謝したいと思います。

（記事：65周年実行特別委員会 副実行委員長　村上 康）

JCI蒲鉾が出来るまで

❻蒸す、焼く、揚げると色々な方法で加熱して出来上がり。

❶魚を捌き、３枚におろします。
　グチ75％　ハモ25％

❷身採り機で魚の身を
　とります。

❸晒しと言って、魚の身を水で攪拌します。
 （血合いや脂分を除去し晒し方で味や弾力が変わります）

❹水を絞って、石臼で擂ります。

❺塩を入れて擂ることで身に粘りが出ます
  （これが蒲鉾の弾力の元です）
　その後、調味します。

　式典終了後にお配りした、
参加記念品、桂馬蒲鉾商店
「蒲鉾65周年記念セット」製
造の様子をメンバーの村上康
君にお願いし撮影していただ
きました。

オープニング

記念事業紹介

ご来賓の皆様

JCI蒲鉾は、①表面を焙る②JCI文字を刷り込む
③蒸す④また焙る  という工程を経ています。
式典当日は、朝３時から蒲鉾製造。昼から式典準
備。夜から式典、片付けと副実行委員長としてとて
も長い一日でした。
（記事 ： ６５周年実行特別委員会 副実行委員長　村上 康）

髙橋シニアクラブ会長挨拶

歴代理事長紹介

スポンサー LOM 表彰

理事長挨拶

2017～2021年度事業
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多くの先輩からのご支援、そして素晴らしい委員会メンバーにも恵ま
れ、何とか責務を全うすることが出来ました。現役メンバー、委員会
メンバーの皆様には無理なお願いもしましたが嫌な顔をせずに、対応
して頂きました。本当に感謝したいと思います。

（記事：65周年実行特別委員会 副実行委員長　村上 康）

JCI蒲鉾が出来るまで

❻蒸す、焼く、揚げると色々な方法で加熱して出来上がり。

❶魚を捌き、３枚におろします。
　グチ75％　ハモ25％

❷身採り機で魚の身を
　とります。

❸晒しと言って、魚の身を水で攪拌します。
 （血合いや脂分を除去し晒し方で味や弾力が変わります）

❹水を絞って、石臼で擂ります。

❺塩を入れて擂ることで身に粘りが出ます
  （これが蒲鉾の弾力の元です）
　その後、調味します。

　式典終了後にお配りした、
参加記念品、桂馬蒲鉾商店
「蒲鉾65周年記念セット」製
造の様子をメンバーの村上康
君にお願いし撮影していただ
きました。

オープニング

記念事業紹介

ご来賓の皆様

JCI蒲鉾は、①表面を焙る②JCI文字を刷り込む
③蒸す④また焙る  という工程を経ています。
式典当日は、朝３時から蒲鉾製造。昼から式典準
備。夜から式典、片付けと副実行委員長としてとて
も長い一日でした。
（記事 ： ６５周年実行特別委員会 副実行委員長　村上 康）

髙橋シニアクラブ会長挨拶

歴代理事長紹介

スポンサー LOM 表彰

理事長挨拶

2017～2021年度事業



　本年度は、尾道青年会議所が創
立６５周年を迎える記念すべき年
となります。そこで、総務広報委員
会が｢６５｣という数字にフォーカス
し、調査する「シリーズ６５」を掲載
いたします。
　今回紹介するのは、ちまきで有
名な中華食堂一楽さんです。当店

は、１９５７年１２月に先代の増田進さんと亀子さんが新開の地に
大衆食堂「一楽」として開店しました。我々尾道青年会議所メン
バーには言わずと知れたアフターのお店の１つではないでしょう
か。
　５月のとある日、｢委員会の途中にお腹が空くのでちまきを委
員会メンバーにご馳走しよう！｣と大池副委員長からの提案で取
材もかねてお店まで二人で足を運びました。お店のかたも尾道
青年会議所と同い年の６５歳という事はご存じで取材もスムーズ
に進みました。

　今でこそ定番のちまきです
が、開業当初はメニューにな
く、中華に絞って営業をするよ
うになってから登場したそうで
す。１９８３年に週に一度の限定
商品として売り始めたところ、
とてもおいしいと町中に評判

が広がり、定番商品に
なったという他のメ
ニューとは変わった歴
史を持った一品です。
　委員会でちまきの竹
の皮を開けると小豆島
で作られた醤油のとて
もいい香りが部屋中に広がり食欲をかき立てました。神辺産の
もち米、西日本産の干椎茸、九州産のタケノコといったこだわり
の具材がぎっしりと詰まったちまきがメンバーの心をわしづかみ
にしてくれたおかげで、いつも以上に活発な意見の飛び交うとて
もいい委員会となりました。副委員長ありがとう！
　個室感覚で楽しめた小部屋もコロナの影響により、お持ち帰り
専門のブースに変わっていますが、お店の料理の味は変わらず
最高です。次のアフターにいかがでしょうか？

（記事 ： 村橋 聡）

　65
周
年
実
行
特
別
委
員
会
幹
事
の
向

井
豪
佑
で
す
。

　
5
月
1
日
よ
り
会
社
の
新
規
事
業
と
し

て
、人
力
車
を
始
め
ま
し
た
。

　
始
め
た
経
緯
で
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
観
光
客
数
が
減
少
し
て
い

る
現
状
の
中
で
、尾
道
に
根
付
く
企
業
と
し
て

何
か
地
元
に
貢
献
で
き
る
事
業
が
な
い
か
模

索
し
て
い
た
時
、学
生
時
代
を
過
ご
し
た
京
都

で
見
か
け
た
、人
力
車
が
街
中
を
走
っ
て
い
る

風
景
を
思
い
出
し
、人
力
車
を
尾
道
で
走
ら

す
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、と
考
え
て
始
め
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
で
す
が
、20・40・60
分
、向
島
コ
ー
ス
が
あ
り
、主
に
海
岸
通
り

を
走
行
し
ま
す
。20
分
コ
ー
ス
は
尾
道
渡
船
付
近
ま
で
、40
分
コ
ー
ス
は

ゆ
と
り
の
広
場
付
近
ま
で
、60
分
コ
ー
ス
は
新
開
を
め
ぐ
り
ま
す
。向
島

コ
ー
ス
で
は
尾
道
渡
船
を
利
用
し
、住
田
製
パ
ン
所
さ
ん
の
パ
ン
や
、後
藤

鉱
泉
所
さ
ん
の
飲
み
物
を
楽
し
め
ま
す
。

　
海
と
山
の
見
え
る
風
景
、そ
し
て
、潮
風
を
肌
で
感
じ
な

が
ら
情
緒
溢
れ
る
街
並
み
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
人
力

車
は
、尾
道
で
し
か
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
是
非
、一度
非
日
常
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

（
記
事 

： 

65
周
年
実
行
特
別
委
員
会 

幹
事

　
向
井 

豪
佑
）

鯉のぼりを収めると同時に胸躍る。今年一年の結末はどうなるのか。会社の
優秀な社員はどこまで成長するか。顧客は喜んでくれるか。わくわくする。
勝ちにこだわってもいい。内容にこだわってもいい。自身の役割を果たす。
願わくは、祝いたい。広島の再興。刺激受け、続けたい。栄光への減量。　（記事：中原 元気）

facebookHP

　総務広報委員会取材班はメンバーの向井豪佑君が５月１日
より運行を開始した尾道人力車ええじゃんに乗車してきました。
　通りなれた尾道の道もいつもと違う視点で新鮮に感じられ、
会話も弾み楽しい時間を過ごせました。予約は080-4550-7553
まで。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （記事 ： 大池 慎三）

尾道人力車ええじゃん乗車記

観
光
人力
車

HP

一般社団法人尾道青年会議所 http://www.ojc.or.jp/　〒722-0035 尾道市土堂2-10-3  尾道商工会議所ビル3F
TEL：0848-20-1110　FAX：0848-20-1112　E-mail：ojc@urban.ne.jp　Facebook：http://www.facebook.com/isojcnow

６月号
2022年

　
2
0
2
2
年
4
月
27
日
（
火
）
に

2
0
2
2
年
度
J
C
I
日
本 

会
頭
公

式
訪
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
、
会
長
の
輩

出
地
で
あ
る
東
広
島
に
て
本
年
度
は
第

71
代
会
頭 

中
島
土
君
が
訪
問
さ
れ
、

「
会
頭
へ
の
道
」
と
題
さ
れ
た
ご
講

演
を
頂
き
広
島
県
内
各
地
会
員
会
議

所
の
理
事
長
を
は
じ
め
県
内
L
O
M
メ
ン
バ
ー
、
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
メ
ン
バ
ー
と
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
お
父
様
と
の
お
話

や
こ
れ
ま
で
の
軌
跡
を
お
話
し
さ
れ
と
て
も
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
中
で
も
私
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
意
見
交
換

会
の
中
で
、
退
会
者
に
悩
ん
で
い

る
と
の
質
問
に
、
役
割
を
通
じ
て

「
面
白
い
」
を
提
供
で
き
れ
ば
、

「
辞
め
な
い
」
に
繋
が
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
に
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
を
当
て
る
役
割
と
責
任

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
こ
の
組
織
に
流
れ
る
愛
を

受
け
継
い
だ
り
、
い
つ
の
間
に
か

人
に
無
条
件
で
奉
仕
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
そ
の
方
は
J
C
メ
ン

バ
ー
と
し
て
自
走
し
始
め
ま
す
。

そ
の
位
置
ま
で
導
く
の
が
私
た
ち

の
責
任
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
と

て
も
心
に
残
っ
て
お
り
ま
し
た
の

で
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
記
事
：
専
務
理
事
　
大
西 

貴
明
）

　
6
月
２
日
（
木
）
に
行
わ

れ
た
合
同
委
員
会
に
て
理
事

長
候
補
者
等
選
考
委
員
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
年
ぶ
り
の
合
同
委
員
会

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
事
前
投
票
を
行
っ
て
い
た
メ
ン
バ
ー

が
多
く
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
が
出
来
ま
し
た
。
安
楽
城
直
前
理
事
長
が

今
回
の
選
挙
に
つ
い
て
の
心
構
え
や
注
意
事
項
を
お
話
し
さ
れ
、
そ

の
後
の
投
票
に
よ
っ
て
、
次
年
度
理
事
長
を
選
出
す
る
7
名
の
選
考

委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
選
考
委
員
に
選
ば
れ
ま
し
た
の
は
、
歌 

一
行
君
・
大
西 

貴
明

君
・
島
田 

元
太
君
・
高
橋 

健
太
君
・
高
升 

純
君
・
中
島 

裕
一
朗

君
・
𠮷𠮷
田 

雄
太
君
で
す
。
（
50
音
順
）

　
こ
の
7
名
に
今
岡
理
事
長
と
安
楽
城
直
前
理
事
長
で
構
成
さ
れ
る

選
考
委
員
会
に
よ
っ
て
次
年
度
理
事
長
が
選
出
さ
れ
ま
す
。
さ
て
、

次
年
度
理
事
長
は
ど
な
た
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
記
事
：
藤
田 

祐
輔
）

　
今
年
度
、
総
務
広
報
委
員
会
で
は
理
事
会
な
ど
の

会
議
に
J
C
本
会
や
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
な
ど
で

利
用
さ
れ
て
い
る
ア
ジ
ェ
ン
ダ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
ア
ジ
ェ
ン
ダ
シ
ス
テ
ム
と
は
、
議
案
デ
ー
タ
の
ひ

も
つ
け
、
差
し
替
え
等
を
シ
ス
テ
ム
が
自
動
判
断

し
、
最
新
の
デ
ー
タ
が
共
有
で
き
、
議
事
次
第
作

成
、
配
布
、
会
議
参
加
者
へ
の
連
絡

等
を
シ
ス
テ
ム
が
サ
ポ
ー
ト
し
会
議

運
営
の
効
率
が
上
が
る
シ
ス
テ
ム
に

な
り
ま
す
。

　
今
月
、
理
事
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に

ア
ジ
ェ
ン
ダ
シ
ス
テ
ム
用
の
議
案
の
作

成
方
法
や
、
上
程
の
方
法
の
勉
強
会
を

行
い
、
実
際
７
月
の
理
事
会
よ
り
試
験

運
用
し
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　 

（
記
事
：
山
本 

圭
介
）

　5月20日に予定していました異業種交流会は、大型連休後の広島県内での新型コロナウイルス感染者
拡大を鑑み延期をすることといたしました。
　コロナの感染状況を見ながら秋口開催を予定しております。新しい日程が決まり次第、改めてご案内申し上
げる所存です。何とぞご理解のほどよろしくお願い申し上げます。           （記事 : 会員拡大委員会 委員長　沼尾 一）

異業種交流会
延期のお知らせ

会
頭
公
式
訪
問

アジェンダシステム
導入に向けて

理
事
長
候
補
者
等

  

選
考
委
員
選
挙
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